近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２３クール日報（４月２１日～４月２７日）
	報告日
天気
	４月２２日（月）
曇り
（気温：13～16°）
	報告者
	奈良県社協　足利
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ２２クール：高橋、芦田、足達、村上、宮本、井上、中川、山本、長友、大橋、宮本（明）
近ブロ２３クール：山田、秋山、田中、土生、濱道、森、水上、山下、佐藤、山﨑、宮本（朋）、
足利
※関ブロ６名＋６名

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:05七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:35 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:40 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場＝希望の丘テニスコート開設
支援P　横溝（新潟県社協）最終日


	
	17:55 終礼
17:55 残務整理
18:10 特化日活動オリエン
18:40 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V119名（テント村85名、企業V24名、運転V10名）
　現地調査10件（うち一般10件、技術0件）
　ニーズ対応14件（うち完了11件、継続3件）
　※継続①スチール書庫の中身確認できず②タンスの中身取り出しできず③当日キャンセル
　ニーズ残454件（キントーン数値）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F76、ＸＸＬ17、洗濯:F108、ＸＸＬ43）
●現地調査担当
・災害ＶCo1名、丸亀市3名、自治労4名、市社協0名、関ブロ1名、近ブロ5名の14名体制で実施。
●仮仮置き場担当
・仮置場和倉休みだが、大田に出せるだけ搬出する。
●ニーズ発掘（ローラー）班
・聴き取り：ボラ１６、運転ボ２、職員（関ブロ２）
・実施地区：北大呑地区（湯川、岡）
　聞き取り件数28件　聞き取りニーズ1件
※町会長からは聞き取り活動の話を聞いていないと言われるも、町内のニーズ状況が分かれば報告もらいたいとのこと




	今後の主な予定
	●明日4/23はローラー活動特化日
●4/26広報紙と一緒に町会長宛てに災ボラのチラシ配布（Vo活動申込締切有）

	調整課題・所感等
	・本日、七尾市（高木課長補佐）・市社協（堀口局長・直課長・大森氏）・支援P・関東B・近ブロにて、今後の災ボラ運営に関する打合せを実施。①4月26日に町会長宛てに申込締切日（※発送までは取扱注意）の日付を入れたチラシ配布を行う②特化日を4/23、4/27、4/30（予備日？）に加え、GW明けも設定するかどうか。※近ブロのクール引継ぎに重なる日をどうするか検討が必要③GW頃までのVoの受入人数（主に県ボラ依頼をどうするか）は当面100人で推移④市内の被災者がGWのみ帰省する方への対応として、受付～現調～活動までを数日で完結できる仕組みを試行的に実施予定

	その他
	・明日以降、受付シールの在庫がなくなり、臨時的に新潟県の受付シール（200枚程度）を一時的に利用する
・本日夕方、鵬（おおとり）高校の学生4名がVo案内標示貼り、ヘルメット・ゴーグル消毒を実施
・七尾市内で車のタイヤパンクをしている事例が増えている。運転には留意すること



